RS-232C コネクタのいろいろ

RS-232C のコネクタとしてもっとも標準的なものは Dsub-25pin とよばれるものである。これは多くのモデムの本体や、PC-9801 などで用いられている。ピンは 25 本あるのだが、通常の非同期通信で使うのはたかだか10本である。

PC/AT 互換機では多くの場合 Dsub-9pin と呼ばれるものが用いられている。

これらのピン配置は下表のようになっている。
Dsub-25
Dsub-9
名称
方向
意味

1
—
GND
—
保安用接地

7
5
GND
—
データの接地

2
3
TXD
送
データ

3
2
RXD
受
データ

20
4
DTR
送
生きているぞ (Data Terminal Ready)

6
6
DSR
受
生きているぞ (Data Set Ready)

4
7
RTS
送
余裕があるぞ (送信要求)

5
8
CTS
受
余裕があるぞ (送信許可)

8
1
DCD
受
電話が接続中

22
9
RI
受
電話が着信中

Sun IPX や Machintosh では mini DIN-8 と呼ばれる円形のコネクタが用いられている。

Sun IPX のマニュアルに載っていたコネクタの形状とピン配置は以下の通り。
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6=RTS, 7=DCD, 8=RTX(受信クロック)

（3  4     5）  DIN-8 コネクタの形状
3=TXD, 4=GND, 5=RXD
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1=DTR, 2=CTS     Sun IPX での配置

マック用のリバースケーブルと称して売っていたものは最低必須の３線と 

{DIN-8 #2(CTS)- Dsub25 #20(DTR)} をつないだひどいものであったがとりあえず動作している。

SPARCStation5, SPARCStation10, SPARCStation20 などではひとつの Dsub-25 コネクタに /dev/ttya と /dev/ttyb を押し込んだものが用いられている。これは /dev/ttya のみを用いるならば通常の Dsub-25 コネクタと変わらない。

シリアルケーブルのいろいろ

さてこれらのピン番号の意味は(幸か不幸か)ケーブルの両端に対して対称になっていない。たとえば Dsub-25pin の 3 番ピンはデータ送信であるが、モデムのほうは 3 番がそのデータを受信するようになっている。したがってパソコンとモデムを結ぶケーブルを作るには、上表の対応するピンを単に結べばいいわけである。これをストレートケーブルという。

しかし、パソコンどうしを接続する場合はこのケーブルを用いてしまうと両者の送信と送信、受信と受信がつながることになり、話にならない。まあそもそも RS-232C はパソコンどうしを接続するための規格ではないので文句をいえた筋合いではないのだが、それはそれとして誤魔化しを図る。すると上表の (TXD, RXD), (DTR, DSR), (RTS, CTS) が意味的にペアになっていることがわかるので、これらの対を逆に (たとえば片方の端の TXD をもう片方の RXD に) 接続したケーブルを作る。これをリバースケーブルあるいはクロスケーブルという。

ワークステーションにパソコンを端末としてつけようとする場合は適切なリバースケーブルを作成して用いなければならない。何らかの事情で接続する線の数を減らしたい場合は最低限 (TXD, RXD) のペアと GND がつながっていれば動作する。ほかの線は必要な場合は適当にショートして偽造する。たとえば (DTR, DSR) を偽造すれば相手の生存を確認せずにデータを垂れ流すことになるし、(RTS, CTS) を偽造すればフロー制御ができなくなる。

